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ボランティア・コー ディネイター 等資格取得 
被災者の立場からの講演・シンポ等の開催 
学生による防災・減災活動のサークル化による諸活動 
学園祭での防災・減災関連の展示発表 
スター トラインの意識調査と今後の手立ての検討 
救命救急の受講 
ボランティアの推奨・支援 
被災者や災害弱者の支援に関する資料の収集、地域との関係作り（地域ケア会議への参加等）、他大学の教育カリキュラム研究、災害弱者支援に関する先駆的地域の視察、千葉県内防災・減災状況の調査、関係する講演・シンポジウム・研修会等への参加、本学の取り組みの企画・立案　等々  
ゴールラインでの意識調査（評価） 
講義「災害と緊急時の介護」 
自治体等のボラン の登録・連携 
防災マニュアルの作成 
福祉避難所設営に向けたシミュレーション（HUG） 
防災士等による実技や訓練の実施 
図１　本学における災害・緊急時の専門力・人間力育成イメージ（平成26年度計画案）
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失って来所した子どもを民生委員の方に見ていただ
いたりと工夫した」
これらの感想に見るように、極めて具体的・現実的
な内容を扱うことで、避難所の状況や対応すべき課
題への理解が進んだだけでなく、災害への意識を高
めるという観点からも有効な演習になったと考える。
６．平成26年度（最終年度）に向けての取り
組みと展望
最終年度は、災害等の対応について、学生自身に
よる、より主体的な取り組みを支援したいと考え
る。その一歩として、防災・減災に関するサークル
の立ち上げを検討している。学生自ら被災地でのボ
ランティアを行ったり、防災訓練や野外活動を実施
することによって、本学内での取り組みのリーダー
として力を発揮してもらいたいと考えている。ま
た、千葉市からは、「災害時ボランティア」への登
録要請もある。千葉市も含め、地域のボランティア
を通して、地域とつながりつつ、災害等への意識を
高めてほしいと考える。
なお、「産業界のニーズに対応した教育改善・充
実体制整備事業」としては、平成26年度までとなる
が、この取り組みは地域貢献につながるはずであ
る。本学の特色の一つとなるよう、事業終了年度に
関わらず、継続的に取り組みたいと考える。
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